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「哲学のなぐさめ」は『健康管理に役⽴つ本』として今⽉紹介した本のﾀｲﾄﾙです。
著者ｱﾗﾝ・ﾄﾞ･ﾎﾞﾄﾝは1969年ﾛﾝﾄﾞﾝ⽣まれ。現在ﾛﾝﾄﾞﾝ⼤学の⼤学院で哲学指導教官。
「恋愛をめぐる24の省察」「ﾌﾞﾙｰｽﾄによる⼈⽣改善法」などの著作があり、 『哲学のなぐ
さめ』は英⽶でたちまちﾍﾞｽﾄｾﾗｰになって、 ﾍﾟﾝｷﾞﾝ･ﾌﾞｯｸｽに⼊りﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂ、ｽﾍﾟｲﾝ、ｲﾀﾘｱ
と次々に世界中に翻訳されていきました。

省察 …… ふり返ってみて、良し悪しを考えること。

ﾍﾟﾝｷﾞﾝ･ﾌﾞｯｸｽ ……

イギリスの出版社。ｱｶﾞｻ･ｸﾘｽﾃｨなどのペーパーバック出
版で有名。
⽇本ではﾋﾟｰﾀｰﾗﾋﾞｯﾄの絵本などでも有名。
出版される本には背表紙などにﾍﾟﾝｷﾞﾝのﾏｰｸがある。

以下は役者（安引弘）のあとがきからの抜粋です。

思い切ったﾀｲﾄﾙをつけたものだなというのが、正直なところ最初の感想だった。
何しろﾎﾞｴﾃｨｳｽの「哲学の慰め」は、中世の⻄欧を通じて『聖書』のﾗﾃﾝ語訳に
ついで広く読まれた名著で、いわば中世最⼤のﾍﾞｽﾄｾﾗｰなのだから。

… まあ「哲学」というと何やら重々しいが、 ｿｸﾗﾃｽが初めて「ﾋﾟﾛｿﾋﾟｱ」と名
づけた時は「愛知」の意味だったし、 知を愛する⼈達の「慰め」だって当世⾵
に⾔い換えれば「⼈⽣相談」ってところかも。

そうなると、⼈類の「知の歴史」から最⾼のﾒﾝﾊﾞｰをｶｳﾝｾﾗｰに選んだ 「最⾼の⼈
⽣相談」になるわけだから、ﾀｲﾄﾙもこれでいいのかもしれない……

…ｱﾗﾝ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾄﾝが誰よりもかかえる⽇常の問題について 古今の哲学者に⼒を借り
ようとしたのも、哲学に対する確信からだった。
哲学とはもともと「よい⼈⽣を⽣きるための知恵」ではなかったのか。
そこで6⼈の哲学者が選ばれる。

ｿｸﾗﾃｽ …… 「皆で群れることができない⼈の悩みに答える」
ｴﾋﾟｸﾛｽ …… 「⼗分なお⾦を持っていない⼈の悩みに答える」
ｾﾈｶ …… 「思うようにことが運ばない⼈の悩みに答える」
ﾓﾝﾃｰﾆｭ …… 「⾃分⾃⾝が好きになれない⼈の悩みに答える」
ｼｮｰﾍﾟﾝﾊｳｱｰ …… 「恋に破れた⼈の悩みに答える」
ﾆｰﾁｪ …… 「困難に直⾯している⼈の悩みに答える」



以下は1998年1⽉のNo.87「科学・哲学と健康管理」からの抜粋です。

哲学者とは語源的に⾒れば「思索を愛する⼈」
科学者とは素朴に考えれば「真理を愛する⼈」をいう。

思索 …… 条理をたてて深く考えること。
条理 …… すじみち。ものの道理。

⾃然科学が⾃然界を⽀配する法則を実証的に捉えようとするのに対し、 哲学は
⼈間界や世界に対する主観的な⾒⽅を確⽴しようとする。

⾃然科学が⼀つの法則を⾒つけようとするのに対し 哲学はいくつもの⾒⽅を許
容するが論理を貫徹する点では同じである。
その意味において両者は学問の双璧となり両輪となっている。

⾃然科学の性格の中には、合理主義があり客観主義がある。
こと科学に関する限り、科学の領域の理論に関する限り、合理主義の貫徹は美徳
なのだ。

科学はごまかしがきかない。⾝体の問題、健康の問題はごまかしがきかない。
それは科学の問題だからである。
何を経験し、学び、どんな情報をﾆｭｰﾛﾝ（脳神経）にｲﾝﾌﾟｯﾄしたかということが
⼈間の⾏動を決定する。

今年も、脳にｲﾝﾌﾟｯﾄするに値する科学的な情報をお伝えしたいと考えています。


